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総 説 新たに開発したC23形交換装置ほ,MFイl了号プJ丸迂(川可逆択などレつ■行程校能を脹えたトレーラ

形小都市用標準市内交換装置で,国内で多量に実用されるとともに輸=用としても好評をj弼待さjtる(｡

また短縮ダイヤル,.r｡)線輪送たど種々の新サービス織能1を抑え,経消的で便利な一‾這詰サービスを提供

するCP20形自動式構内交換装f琵を実用化した｡

オンラインデータ通信システムの進展に伴う 役Fナデータ通信端末装置tト9111汗き,

H-9112形を完蚊納入した｡これらは多彩な送受信機能を有し幅広い用途に通用できる.｡

超高速アナログ計算機ALS-2000Aとハイブリッド処理装毘CIノOAP2000を組プ人合わせた本格的

なインチグレーテッドハイプりッド計算‡システムHIDAS2000を実利ヒし,すでに十数システムを受

注L-た.っ

テレビ竜話は将来画像通信とL･て広く実胤ニ､一期符される製l箭1であるこ,このたびIム拉椚の自動感度調

整楼能を持つ中央測光ASC方式のVBP-7形テレビ`遥話機を完成Lた｡

伝送装置の分野でほ,PCM通信技術を応周した計測データ通信装符号HrrOSを開発した｡これは各種

産業,公共事業などの企‾業合理化,系統集中監視システムとして期待さjtで､､る｡またレーザ光を利用

した人∴l二衛星トラッキング方式を開発した｡これほ測距精度100方分の1という両期的なものである｡

放送装置の関係では,新税像管プランピコンを使川L′た3管式カラーライブカメラを完成した｡従

来の3IO式に比べ小形軽量で色再現性にすぐれ,調整操作が簡易な魅力的製品である｡

電子交換機用とLて開発L_た小形リレー,汎用マイクロリードリレーとL-て標準化したFRT形,

FRP形,GRP形などのリードリレーはともに高信掛宴,高性能の電校真部品を使用しており,各種通信

株,電子機若旨.制御装置など広範な用途iこ適している｡

電子計第機を煙った創造能力開発の有力な手段である二次元番地付_タイムシェ7リングシステム

が,HITAC5020をベースとして,･-卜央研究所において実現された｡HITAC8000シリーズのうちの

いちばん大規模なシステム朗00が完成した｡処理速度が増大され,接続入出力台数も256台まで剛､‡

動作可能となった.こ-.HITAC8400/8500にてベーシックなタイムシ工7リンブシステム(BTSSりこ行な

われるようなソフトウェアができ上がった｡中税収以下のシステムでインライン処理を経済的に行な

うことのてきるHITAC8210システムが完成した｡8000シリーズの応用プログラムも逐次増強され

ているが,今回8300以上にリニア･プログラミング･システムが桝_発された､｡周辺機器としてほ,光

学文字読取巷笠置(OCR)にH-8253-2形ドキュメント･リーダと,Ii-8255-3形ジャーナノしリーダが追

加された｡また,銀行fHとしてHITAC9040バンヰング装置√〕;完成した｡8亡㌻までの窓口装置の同時

処理が可能となるなど,強力な装置である｡このほか制御用コンピュータHITAC7250にタイムシェ

アリソグ･ユタゼクティブ･システムが開発され,中央処理∃ が有効に位われるようになった｡卓

上電子計算機のIC化に成功L,エルカー22としてほなばなしくデビューした｡みどりの窓口で親し

まれている口本国有鉄道の座満子約装置は従来のMARS-101,102にさらに103を追加し,約35万座

倍1週間分の予約業務が行なわれている｡

カラーブラウン管としては13形が開発されており,こjtにほ希土類けい光体,エバクローム方式シ

ャドウマスク,シールドレン■ズ形UPF電子鼠 シェルポンド捕強などが採用さ′さtている｡白黒テレ

ビ用ブラウン管としてほ,高G2形の70%ドライブ電□二て同等のビーム電流を得ることができる低

G2形高駆動率ブラウン管12DtiP4,310ENB4,17EMP4,20SP4,500Z王∋4を開発した｡

また卓上計算機に使用されるぺ′レス用高輝度形数字表示管を開発した｡この表示管は従来の製品に

比べ1.5′､･2倍の晦比が得られ,またグローの広がりが約ガになって高密度となり,鮮明な表示をする｡

高解像度複合集束形ビジコソとL.て1インチのH-8325,1%インチのH-8326を開発した｡

半導体には日立独白の開発によるLTP Siレジンモールドトランジスタがある｡特に2SC458LG

は低周波預域で低絡許,高利得であり,HiFi設計プリ7ソプに最適である｡また15インチカラーテ

レビを1本で偏向r･ニきるトラン′ジスタとして水平用2SC937,垂■一江川2SC936,1迂抑用2SC935を開

発した｡HiFiアンプ駆動用PNP Siトランジスタとして2SA565,2SA537,2SA566などを開発し

た｡これにより従来のSiトランジスタと合わせて2～80Wまでの相補対称形オーディオ川力回路を

駆動するのに退避である｡
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･C23形自動電話交換装置

この自動電話交換装置は,1,000加入収容可能な市内クロスバ交換

一式を収容箱に納め,トレーラで運搬可能としたC22形自動交換装

置を大幅に改良したものである｡

C23形は,3段フレーム,併合レジスタセソダの採用などの改良

が行なわれて,MF信号方式の適札 迂(う)回選択,従局収容量の

増加など,各挿依能の追加,改良か行なjっれたため,広範囲の局条

件で使用できるようになった｡

また背面合せゲート構造の架を採用Lたことにより,収容箱も小

形化され,輸送条件などが改善された｡

今後は,C22形交換装置に代わって,農村札 小郡†Fl用の標準田

内交換装置として,また現地工事がきわめて簡単なため暫定設置用

として,国内で大量に使用される予定になっており,さらに輸出用

としても好評を得るものと期待されている｡

図1 C23形自動交換装置

⊂P20形自動式構内交換装置

日本電信電話公社は,事業所用の電話サービスを改善するために,

直営でサービスする構内交換設備のクロスバ化に着手した｡

日立製作所は,日本電信電話公社のご指導により,CP20形Fi動

式構内交換装置を開発し,日本電信電話公社神奈川電気通信部での

試用試験装置をほじめ,全国7個所の商用試験賂荏を納入した｡

本交換装置は,内線数が数百回線どまりの事業所に最適の構内交

換装置で,融通性に富んだ種々の機能を持っているため,これら事

業所に,経聯1勺により便利な電話サービスを提供することができる｡

本交換装置の特長は次のとおりである｡

(1)通話路にクロスバスイッチを使用した完全共通制御式のク

ロスバ交換機であるので,安定した動作と長寿命を保証できる｡

(2)無ひも式と有ひも式の2種類の[い継台を準備しているの

で,ユーザーの希望に応じていずれでも使用できる｡

(3)短縮ダイヤル,専用線,局線切換,局線転送など種々の政

能が付加できるので,電話ほより便利に使用される｡

(4)小形で明るい色調のキャビネットに格納されているので,

一般の事務室にも良く調和し,占有床面積も小さい｡

本交換装置は,商用試験ののち,日本電信電話公社直営の構内交

換装置の標準枚種として,事業所用電話サービスの向上に活躍する

ものと期待されている｡

第51巻 第1号

囲2 CP20形

自動式隅内

交換婆笠置.

H-9110複合データ通信装置

オンラインデー一夕通信システムの進歩に伴って,従来の単機能端

末にかわり入川力機能を盟富にそなえかつ汎同性のある端末の需要

が高まった｡この需要に対し,鋭意開発中である復命装置の-･▲環とし

てこのほどH-9110投合デー_ク通后装置か完成し,日産自動車株式

会社の2システムに嬉_人された｡この寝台データ通信装置にはH【

9111形とH-9112形の2樅種があり送受信傑能としてはけん盤,紙

テープ,80偶力一ド,トークンカードおよぴバリアブル押ボタンか

らの送信,印字,紙テープおよびカードへの受信か可能であり,在庫

管理,工程管理,販売管理,生産管坪など幅Tムい用途に適用される｡

(1)装置の 構成

H-9111投合デー一夕通信装茫ミ ぐ図3)

H-9111端末制御き笠置を中心に入～一王_-1力装置とLてH-9331(H-9333)

データタイプライクとH-9811データ入出力装旨【ぎ貢が接続さ′れる｡

H-9112複合データ装置｢図4′)

H-9112端末制御装置をLトLに入出力装置としてH【9333データ

図3 H-9111複合データ通信装置

左より H-9331,H-9333データタイプライタ,

H-9111端末制御装置,H-9811データ入力装置



タイプライタとH-F9112カード制御装置を介してH-9281カード

読取セン孔放とが接続される｡

(2)お も な特長

(i)選択起動方式の揺用により一回線に最大7台までの投合

データ装置が接続できる｡

(ii)データタイプライタおよびカード読取せん孔機はオフラ

インモードで各せん孔タイプライタおよび印刷けん盤カードセ

ン孔機として使用される｡

(iii)データの誤りが発見されたとき,受信側は自動的に誤り

処置をする｡

(3)仕

通 信 方

伝送

誤 り 検

式

ド

H

様

半2垂110ボー選択または相互起動方式

8単位コード

垂直,水平パリティ,同期,電文中継各チェ

ック

誤 り 訂 正 ｢1+印字,カードの81欄｢Ⅹ+せん孔

図4 H-9112複合データ通信装置

メ,ミュり H-9333データタイプライタ,H-9112端末制御装置,

H-9281カード読取せん孔機,H-F9112カード制御装置

HIDÅS2000ハイブリッド計算システム

HIDAS2000ハイブリッド計算システムは,超高速アナログ計算

機ALS-2000Aとハイブリッド処理装置CLOAP2000とを組み合

わせた本格的なインテグレーテッドハイブリッド計算システムであ

る｡本システムは従来のHIDASlO3システムなどに比べ特にハイ

ブリッド適合性を備えた中央処理装置とリソケージ装置とからなる

ハイブリッド処理装置CLOAP2000によってアナログ,ディジタル

両計算機の密結合を行ない,システムの棟能/価格比を飛躍的に高め

ている｡この結果日立がわが国のハイブリッド計算システムの分野

で引き続き優位を保ち,現在まで十数システムを受注している｡

CLOAP2000は語長18ビット記憶容量4K語(最大16K語)のコ

アメモリをもつ小形のディジタル装置である｡A-D変換命令を内蔵

し,アナログ入力の選択から累算器へ収納するまでを1個の命令で

高速に(60〃S)行なうことができる｡同様にD-A変換も1個の命令

で行なうことができる(40/′S)｡また外部アドレスを伴う入出力命令

をもち累算器へ直接に情報を入出力できる｡これらによりハイブリ

ッドシステムのためのデータや制御情報の密結合授受を行なってい

る｡半導体集積回路(TTL)を用いて小形化高信板化されアナログ

計算機の高速性に応じた浜算速度をもっている｡また1レベル し最

大16レベル)の割込概能をもち処理内容の多様化を図る■吋能性を備

通信供器･電子計算枚･電子部品

えている｡さらにデータ転送機構により補助記憶を付加すること

ができる｡

28種の基本命令語ほ短語,長話の2様式をとることができすべての

アドレスを直接指定できる｡また浮動アドレス,指標レジスタによる

アドレス変更,間接アドレスが行なわれる｡アセンブラ(CLOAPAS)

はハイプリヅド用制御,浮動小数点計算,印字形式指定などのため

のマクロ命令をもっている｡

アナログ計算機の初期値設定と要素チェック用のプログラム

DASCがあり,またハイブリッド用ステートメントを内蔵する

FORTRANが用意されている｡

図5 日立インチグレーテッドハイブリッド計算システム

表1 CLOAP2000の性能仕様

方 式

演 算 形 式

】

3!記憶装置
演 算 速 度

命
A 至E
‾P

6岳語
形 式

リンケーージ装置

とのイ古号授受

入出力装置

(標準)

ン/スアム

プログラム

1妄アドレス プログラム記憶式

2進,固定小数点,6ビット並列スタティック同期式

4K語,8K詔,16K語

18ピッり語,サイクルタイム 2/JS

加狩算6/′S,乗罪最大42〃S(平均約29′∫S)除算53′侶

A-8変換60J′S D-A変換40〃S

四則4,論理2,けた送り3,飛越し4,読出し2

28種:書込み2,指標2,テスト･スキップ2,特殊2,

入出力5の各種

甘 数値語:符号1ビット＋数値17 ビット,2の補数

ゼ)命令語:短語命令18 ビット

長語命令36 ビット

･旬 アドレス:18 ビット

① 7ドレッサブル入力

官ト アドレツサブル出力

③ 割 込

出力アドレス

入力データ

出力アドレス

出力データ

1レ ベ ル

並列14 ビット

ニ並列18 ビット

並列14 ビット

並列18 ビット

① 万能入出力装置:印字,せ人孔,読取とも450字/分

② 光電式紙テープ読取機:400字/秒

①
②

③

④
⑨

7センナラ CLOAPAS

関数サブルーチン

ユーティリティプログラム

DASC(アナログ計算機の初期値設定と要素チェック用)

FORTRAN 〈オプション,コア8K語)

日立テレ ビ電話機

相手の裸を見ながら話しをするという目的で出現したテレビ電話

は,画像通信の一環として蕨のはか苫簸や図面を写したり,情報告

知や計算サービスなどの機能をもたせることにより,まず事務用と

Lて急速に普及されようとしている｡日立製作所でほテレビ電話の

将来性を考え,かねてから開発を行なってきたが,このたび新たに

本格的な性能をもつテレビ電話機シリーズを完成した｡
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新テレビ電話樅の仕様ほ表2に示すとおりで.おもな特長ほ非常

に広い範岡の被写斜坑他に日動調薬されるASC(日動感度調整)が

ついていること,またこのASC7･シ;逆光など♂)慧条件でも写したし､

ものが忠実に画耐こ現われる中央測光方式になっていることなどで

ある｡

従来のテレビ電話機でほ,被′ウニ体への上牧そ明条件をうまく調整Lな

ければ良好な画面が得られなかった｡,たとえば人物が逆光になった

り,事務室などでよくあるように両耐の一部に照明燈や外光のほい

る窓などがあるため,写したい顔の部分州汀くなる欠陥かあった.‥

日立製作所が開発Lた中央跳光式ASCでは,両軸の中央部の克の

素2 [-t

___こウニ__テレビ電話純化横
形

名‾!∴､′BP_7
走 在

映

級 数(本

毎 秒 像 放:枚1

像lイ ン タ ー し
【ス

誹 F

方

式

映

像

■7 ス ー′＼ ケ

映像最rl■占 爛fl‡放

映傑人出ノ+し/､こ′し

映像入出ノ+
線路インピー▲ダンス

使 口llニ ン + ン

便川 ′‾､シl〉 ン 管

比

受 像 睡t171一 寸 扶･Cm､

と使用レンズ焦′≠漉縫ぃmm･･

部

元iA
S｡

電

話

苫 田Jj送 り 機 眺

通 話 路

ハン ズ‾/リ
ー濾｢講

機;ダ

所 要 岨 源
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図6 日立テレビ電話磯(VBP-7形)
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明るさを電気的に抜き取って自動調整されるので,このような逆光

のときにも頗の明るさほ変わらず,常によい画商が見られる｡照度

の範朋は従来の約10一語にあたる100～20,000ルックスの明るさに

おいて使用が可能である.′ノこのASCの完成により,テレビ電話ほど

のようなところででも面倒な調節を必要とせず,ただちに実用にな

る条件をそなえたということができる〔ノ

なお,このはかワンダツナで机上の苔河軸､こ′ゾL′出せるようにした

ミラー機構を自蔵し,電f･回路をIC化したことにより机上におくの

にJlさわしい′+＼形にまとめられている､J図占はその一例でVBP-7

升多テレビ電話綴である√一

計測データ通信システムの完成

近年電九 ガス,水迫など♂)公八･寸‾1二栄一1つ,化学.繊維,鉄鋼その

他の製造+二業にぉいて,ポモ業の合邦と化∴室転の=動化に対する要求

が高■まり,広軌rり=にノー∴沌三するステーション(圧力,流吊などの情報の

発′卜源)を結んで,系統仰J掘ノ洋をlズJるた〟Jの駐中監視システムの与詰

要が増加Lつ/‾つあり,これに対処するため.このたび各種産業の系

統集中監視システムに適用できる計測データ通信装置を開発し,ガ

ス圧監視用計測データ通信装置システムとLて東邦九斯株式会社に

納入した｡このシステムほ時分割PCM通信方式を応用したディジ

タル･+デイクリック方式により,整任所からガス導管を流れる吐出

量,圧力を無線,l]本電信電話公社市外専用線を川いて中央監視セ

図7 東邦瓦斯株式会社納計測データ通信装置

(系統集中監視システムの中央監視センター)

図8 東邦瓦斯株式会社納計測データ通信装置(無線式子局)



ンターーにk送L,ガス状給システム♂〕駐中監視を行なうもので,わが

い]で初めての本格的なものである｡ 当j_r一棟邦九斯株式会社は24個

所の軽忙所をこのシステムにのせ稼軌‾fjである′.

レーザによる人工衛星

測距トラッキング方式の開発

周知のように地球を回る人Ⅰ二衝妃の追跡にはべ【カーナンシュミ

ットカメラにエる光学的方法,VHF確二彼のドプラー効果を利用した

方法,マイクロ波の変調をかけて行なう方法などがあるれ アメリ

カ,フランス,ソ適ではこれらと並びレーザ光を利用する方法が利

用さオLているrニ.この場合レーザとLてほ数MW/パルス程度の同体

′レビーQスイッチ方式のものが ▲般にJ‾l‾Jい仁)れ､衛妃までの距離は

レーザ光の純鰍L附jより知ることカミでき-るL-,レ≠一ザノブノじは㌔も象条件

に左耳イされるなどの制限があるカ､こ,他力,低量棚IJに簡単な光学的逆

反射器を装備するだけで解易に他の方式でほ得られない100方分の

1程度の精度が子き享られる,地Hl]装揖もノ■盲披力式に比べ比較的簡単

でよいなどの利ノ､【､くカ;ある｡.

今回試作を子†なった装置は7メリカNASA,スミスソニアン天文

子iなどで丈験を行な/ノている装置とほぼ同一イ上様のもので,昭和42

fF度通産省補助金を受iす,凍京大学東女人文わ,東京大学宇t舶J七生

研究所,凍北大学電気漸吉研竹野のご指導,ご協力を得てン三成した｡

実用化テストは日朋口43年12月より東涼太文子バ;モ平観測所(埼玉県

都幾川村)に設‾琵Lて行なわれた､つ

図9 レーザトラッキング装置

3プランピコン･カラーカメラ装置

野外またはスタジオで使用するテレビカメラをライブカメラと呼

んでいる｡本装置は赤･緑･青の3原色光のピックアップに,新し

い撮像管プランピコンを使用した3管式カラー･ライブカメラであ

る｡このカメラは従来の3IO方式カラーーカメラに比べて,重量で

2仏 体后で1/4であり,色再現もあざやかでかつ安止であり,そし

てなをこよりも調整と操作が簡単なことは運用上大きな魅力である｡

通信機器･電f･計算機･電子部品

この魅力をささえている技祢川勺特長ほ次の3ノエに集約される｡

(1)股像管にプランピコンを使用していることくう

プランピコンほビジコンと一句様の光導電形以後管であってターゲ

ットに半導体形式のPbO屑を有する管である｡この球ほ光電変換

特性が内線的で,かつガンノマ山はほぼ1である｡また肺電流がきわ

めて少なく,しかも一走であることから崇部分の色再現にすぐれ,

さらにシエージングがほとんどないので仁トミランスかとりやすい,｡

欠点とLては分光感度特性が660m/∠Lしとの良波良城に感蝮がなく,

Lたがってこのままでは赤の色付現に難点′うこあるが,これは図11に

示すような赤捕_Lu亘†終により､ほぼ満足できるところまで補iEされ

ている｡

(′2) 3巴分解系に非常に′卜形高性能のプリズムを使rfiしている

こと｡

色付現を人きくム三イーiするもう一つの要素は3巴分解光学系であ

る｡木装匠でほダイクロイックプリズムを位相しで臼り,その特長

は光の損失カサないこと,入射称う;小さいためシエージング,偏光

現象かほとんどチトじないことおよび構造的にきわめて小形なことで

ある｡

(‾3)S/Nが大きいrJ

プリアンプにパーシバ′L回路とFETのよ采用によりS/N,46dBを

得ている｡;

全トランジスタ化された本装置は,以ヒのはか,輪郭補償一器を内

蔵し鮮鋭度を高めていること,また感度,レジストレーションおよ

び安定度にすぐ才tている｡

図10 日本放送協会納12PS-71形3プランピコソ

カラーカメラ装置

入州.さ号

R■

アダー

位相インパMタ

＋

アダー

L.P.F

才

＋ R一

修jEずみ

信 号

G′

B■

図11赤補償回路の系統図

G'

B■
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小 形 リ レ ー

小形軽量で,高性能の小形リレーを開発した｡大きさはワイヤス

プリングリングリレーの1/5～1/10,プリント板実装にも鉄板実装

にも適し,端子ははんだ付接続も巻付接続もできる｡種煩ほトラン

スファ接点4組とう我が基本形のD系列と,6組が基本形のF系列

とあり,それぞれ連動速復旧形,遅綾復旧形,多メーク形,自己保

持形など各種のものをもっている｡遅緩復旧時間は最大100ms以

上,最大とう載接点組数ほトランスファ接点12組,またはメーク接

点18組である｡寿命と電気特性はほぼワイヤスプリングリレーと

同等で,特に動作速度がほやく,チャツタが少ないなど,従来の小

形リレーになかった特長をいろいろ兼ね備えている｡

このリレーは電子交換機用とLて日本電信電話公社電気通信研究

所との共同研究により実用化されたものであるが,電子交換機以外

にも各種電子機器,制御装置,通信機器,計算榛など広汎な用途に

適している｡

図121ト 形 リ レ ー

汎用マイクロリードリレー

今回発売のマイクロリードリレーほ,FRT形,FRP形,GRP形

の3種炉で,外観を図13に,おもな仕様その他を蓑3に示した｡特

長は次のとおりである｡

(1)信板度が高い｡厳重な品質管理のものと古こ製造されクロス

バ交換機などで十分な実績をもつ,高品質のスイッチを使用して

いる｡

(2)GRP形リレーでほ,接点定格,寿命の点でさらにすぐれ

た中形スイッチを使用している｡

(3)微小電圧,電流制御用も可能である｡従来このような用途

では使用中接点接触抵抗の上昇が懸念されたが低レベル用スイッ

チを,必要により指定することによって高后宿直が得られる｡

(4)2巻線形リレーが可能である｡

(5)このほか,接点部分は周囲ふんい気の影響をまったく受け

ないこと,小形,連動で駆動電力が小さくてよいことなどの,一

般的特長をもっている｡
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表3 汎用マイクロリードリ

種 類

形 式

接 点 数

定 格 駆 動 電 圧

感 動 電 力

動 作 時 間

接
点
容
旦

(DC)

通 電 電 流

制 御 電 流

制 御 電 圧

制 御 電 力

接 点 接 触 抵 抗
(導体抵抗を含む)

秀

絶
綾
耐
力

命

閑離している
接点間

そ の 他

FRT形
1

チューブラ形

1,2,3 メーク

0.1～0.3W

l.5ms以下

第51巻 第1号

レーのおもな仕様

FRP形

プリント板形

1,2,3,4

3,6,12,24,48V

0.03～0.12W

2.5ms以下

0.5A

O.12A

60V

6VA

180m∫i以下

3,000万 国

250V(DC)

500V(AC)

GRP形

プリント板形

-

ク

0.06～0.21W

2.5ms以下

1A

O.15A

80V

7.5VA

130mn以下

5,000万回

400V(DC)

図13 汎用マイクロリードリ レー

HITAC8500 の 完 成

HITAC8500は,8000シリーズ電子計算枚システムの中で,最も

大規模なものであり,本システムの中核をなす8500処理装置は,

同じファミリの8300/8400と同一の設計思想,命令体系,論理基本

回路および実装方式を基挺としている｡また深い論理構造,新しく

開発した高速の国定記憶装置･レジスタ記憶装置および主磁心記憶

装置を用いることにより,GIBS()NMIX3,13〃SCOMMERCIAL

MIX8,37J∠Sというシリーズ中最高の処理能力を実現したもので

ある｡本装置のおもな特長ほ,次のとおりである｡

(1)主記憶装置は,サイクル時間糾Onsの磁心記憶装置(20ミ

ル磁心)であって,容量ほ65K,131K,262K,524Kバイトの

4種,データの探さは4バイト(命令読出時のみ8バイト)で

ある｡

(2)レジスタ記憶装置として,128語(1語4バイト),サイク

ル時間210nsのメッキ線メモリを使用している｡

(3)マイクロプログラム制御方式であり,サイクル時間210ns,

39ビット2048語の誘導結合形固定記憶装置を用いている｡

(4)論理回路の部品,実装方式として8300/8400と同一仕様の



通信株器･電子計算楼･電子部晶

図15 HITAC8210演算処理装置

HITÅC5020 タ イ ム

シェアリング･システムの開発

CML形IC,多層配線板(プラッタ)を使用している｡

(5)診断機能として,強力なエラー･チェック棟構,スナップ･

ショット機能,ダイアグノーズ命令を備えている｡

(6)低速の入出力楼器を最大256台まで同時に動作させるため

のマルチプレクサ･チャネルが標準構成として含まれている｡

(7)付加機構として,高速入出力楼器のためのセレクタ･チャ

ネルが最大6チャネルと経時時計梯構,メモリ保護橙構およびダ

イレクトコントロール機構が用意されている｡

図14 HITAC8500処理装置

HITAC8210 シ ス テ ム

HITAC8210システムほ,8000シリーズの一員として,中規模以

下のデータ処理のフィールドに適合するように計画された演算処理

組織である｡ランダムアクセスファイルを中核とし,8000シリーズ

の標準入出力装置を組み合わせて幅広い応用分野に適合するシステ

ムを構成することができる｡約6個月の開発期間を経て昭和43年

そうそう試作システムが稼働し,以来システムの評価試験,ソフト

ウェアの開発に供されている｡

特に期待される適用分野としては

(1)/ミッチ処理

(2)インライン処理一伝票発行とそれに伴うファイルの一括更

新業務

(3)大形システムの衛星計算榛

(4)大形システムとのオンラインの結合によるリモートバッ

チ処理

などがあげられる｡

HITAC8210システムを支持するソフトウェアほ,磁気ディスク

記憶装置を基調としており,磁気ディスクに常駐しているオペレー

テイングシステム(DOPS)により能率のよいシステムの運用ができ

るよう設計されている｡オペレーテイグシステムの主記憶装置に常

駐するエリアほ論理レベルの入出力制御を含めて3.6KBであり,ユ

ーザーのエリアを広く確保することができる｡

ハードウェア技術の特長としては,演算処理装置,入出力制御装

置に全面的にTTL(Transistor-Transistor Logic)形の固体集積回

路を採用したことである｡これを8000シリーズのために開発された

多層印刷回路技術により,高性能,小形かつ低電力のシステムを実

現することができた｡

タイムシェアリング･システムとは,一つのコンピュータ･シス

テムを多数のユーザーが遠隔の端末装置を通して,同時に利用でき,

しかも各ユーザーほ,自分一人でそのコンピュータ･システムを独

占しているという感じで使用することができるようなシステムのこ

とを言うと定義することができよう｡

次の情報産業時代のにない手は上述のような機能を備えたもので

なければならず,したがって,その時代iこおける情報サービスにほ,

TSSのコンピュータ･システムが活躍するであろうことには異論

はないものと思われるが,こうなるとコスト･パフォーマソスの点

で,そのシステムの規模ほますます巨大化することが予想される(ち

ょうど発電設備の規模が効率の点からますます大形化していくのと

同様)｡われわれほ,この超大形コンピュータ･システムのTSSは

どのような位能をもたなければならないかを研究して,次の世代の

コンピュータ設計の基礎資料を得ることを目的として,本研究に着

手した｡われわれは,上記の目的のためにいわゆる二次元番地付方

式(Two DimensionalAddressing略して2DA)を採用した｡これ

は,TSSにおいていままで世界の指導的役割を演じてきたアメリカ

のマサチューセッツ工科大学(M.Ⅰ.T.)が昭和40年に将来のTSSは,

かくあるべしという三野念のもとに提唱し,同時に,M.Ⅰ.T.,BELL,

GEの3社でそのソフトウェアの開発を進めているMulticsという

名のTSSがあるが,このMulticsの特長がこの2DAにほかならな

い｡コンピュータのアドレスの付け方は,0番地から始まって1,

2,3,…...という具合iこ一次元的に付けられているのが一般である

が,これに対しアドレス空間をロケーションとセグメントからなる

二次平面上の一点柁二(ざ,J)としてとらえようとするものである｡

ちょうど地図に番地をふるのに最近揺られている∬番地のy号と

いう方式があるが,これがよく2DA方式と似ている｡この場合,

セグメント番号sが∬iこ,ロケーショソ番号Jがyに対応する｡
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さて,セグメントとは,プログラムを命令群とそれによ/つて処坪

されるデータ群に分けたとき,この二つの群をさらに適†当に細分し

た場合の構成要素をいうものとする｡ここに適当むこしたのは,構成

に任意性があることを意味している｡

このような番地付方式を採用することによる利点のおもなものほ

次のとおりである｡

(1) コア･メモリの有効活用が図られる｡たとえば,ダイナミ

ック･リンキングが容易に行なわれる｡各セグメントの大きさを

洪算実行中に増大または縮小させることができる｡

(2)メモリ保護がセグメントごとに容易に行なわれる｡TSSの

もとでは何人かのプログラムが同時にコアに格納されることにな

り,他人のプログラムを汚すこと(書き込み命令により)ほもち

ろん,これを取り出すこと(読み出L命令により)も秘密保持の

立場からきわめて重要な意味をもっている｡

(3)ユーザーは,コンピュータのコア容量を全く包もにしないで

(あたかも無限人のコアがあると思っで)プログラムを作ることが

できる｡これは,情報産業時代ともなれば,一般ユーザーはコン

ピュータの仕組みに全く無知であると考えなければならない｡し′

たがって,この性質は,TSSによる情報サービスという:l‡場から

考えるときわめて重要な意味をもっている｡

ここに利点としてあげた機能ほいずれも,従来の番地付方式でも

理屈のうえでは不可能というわけのものではない｡L-かし,2DA

の‾‾F■ではこれらがきわめて容易に行なわれるのに対し,従来の方式

下では実用という立場から考えた場合,はとんど不可能に近い

(0Verheadのため)ということができる｡

(ヱ

+
∴
†
ヘ
ヤ

氾=(二ざ,り

ロケーション(り

図16 二次元番地付け

H一丁ÅC8400/8500タイムシェアリング･

システムの完成

HITAC8400/8500タイムシェアリング･システム(BTSS)は,遠

隔地に設置された端末装置から,通信回線を介して,センターの電

子計算機システムを共同利用する目的で開発されたソフトウェア･

システムである｡本システムの特長は,特に本格的タイムシェアリ

ング･システムのための椀能(ダイナミック･アドレス･トランスレ

ーション枚能など)を備えていない標準のHrrAC8400/8500処理

装置を用いて,これらの楼能の欠除をソフトウェアで補うことによ

って,タイムシェアリング･システムを実現させたことである｡

本システムは遠隔地の端末装置(最大16台)から,多数のユーザ

ーが

(1)問題解決のクーソ･アラウソドを短縮させること｡

(2)試行錯誤的オペレーションで,技術計算を行なうこと｡

(3)ファイルの管理,維持を容易に行なうこと｡

(4)会話モードでプログラムをコンパイルし,実行させること｡
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ができる｡

BTSSほTOS(Tape Operating System)と密接な関係を持って

おり,TOSユーザーの橙器構成にオンライン機器の追加を行なっ

て,本システムの運用ができるよう設計されている｡

端末でのユーザーは,TSS用コマンド･ランゲージ,ファイル･

エディット･コマンド,FORTRANなどが会話モードで使用でき

る｡また,端末からバッチ･ジョブの準備を行なって,TSSセッシ

ョン終了後,センターで実施することができる.っ

本システムは,現在日立製作所神奈川丁場ソフトウェア･センタ

ーにおいて稼働しでbり,端末装置とLて,データ･タイプライタ,

ビデオ･データ･ターミナルなどが使用されている｡

現在,国内においても,いくつかのシステムがあるが,会話モー

ドのコンパイラを備えているシステムは少ない｡その意味でBTSS

は,国内において初めて稼働したタイムシェアリソグ･システムと

いうことができる｡

‥イ

タ
一イ

リノ

】フ

シプ

処坪装i毘

HITAC8400/8500

(131KB)

セレクタ･チャネル

ラインプリニ列1〉

カ…ド読取依

磁こもテープ

制御装芯仙

ラニ7エ･‾7='7

右摘装;花(1】

貢ごこ立1こテ･--プ巷ヒFF一三鳩)†;ム.′八丁†17

山･三溝iF】:(2)

過t絹り榊装置

パ･ソ77装荷群
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図17 BTSS標準機器構成

H汀AC7250タイムシェアリング･

エグゼクティブ･システム

制御用計算機システムHITAC7250は,昭和42年6月1号楼設

置以来,各種プラント制御用として活躍中であるカ＼そのソフトウ

ェア･システムとして,オンライン制御の■‾ト枢機能をつかさどるプ

ロセス･モニタ･システム(PMS)と,アプリケーション･プログラ

ムの作成やデバッグなどのオフライン業務用のノンプロセス･モニ

タ･システム(NPMS)が用いられていた｡

種々のプラントの実績より,-･般に,HITAC7250中央処理装置

が60～70%のあき時間を持つことがわかり,PMSによるオンライ

ン制御と並行して,オフライン業務をNPMSによって時分割に実

行させることを検討し,この機能を有するタイムシェアリング･エ

グゼクティブ･システム(TSES)の開発が計画された｡

TSESほ既開発のPMSとNPMSを時分割に制御するエグゼクテ

ィブ･ルーテンが主体となっており,PMS,NPMSの両モニタ･

システムと完全なコンパティビリティがある｡

また,オンライン制御とオフライン業務とが時分割に実行される

ため,オフライン業務によってPMS側のオンライン制御を乱すよ

うなことがあってはならないので,これを厳密に監視するデバッギ

ング･ユティリティや,NPMS側でプラントの動きをシミュレート

し,オンライン制御用プログラムのデバッグを行なうためのデバッ



通信榛器･電子計算楼･電子部品

ギソグ･ユティリティなどが備えられている｡

このTSESの完成によって,中央処理装置は20%以‾F●のidle

timeとすることが可能となり,また同一ソフトウェア･システム

でPMSとNPMSを同時に制御できるので,従来松雄であったオン

ライン制御用プログラムのrl■;成やデバッグが非常に簡単に行なわれ

るようになった｡

HITAC8000シリーズ用

り=ア･プログラミング･システムの開発

計算機の大形化,高速化とあいまって,従来ノ､-ドゥェア上.ソ

フトウェア上の制約から困難であった大規模な線形計画(LP)問題

を取り扱えるリニア･プログラミング･システムが注目されるよう

になったLつ そこで当時,実用化されていた総合的なLPシステムで

あるLP90と同等な槻能を持つことをl+標に,HrrAC8300/8400/

8500用にLP8000リニア･プログラミソグ･システムを開発した｡

LP8000は大規模なLP問題を扱う際の,反復計算の増加によっ

てfi三ずる,計算時間の増加およびまるめ誤差の苫前の防止を図るた

めにかずかずのアルゴリズム上,システム_とのくふうがなされてい

る｡また,取り扱いを容易iこするためのくふうもなされている｡.

LP8000ほ次のような機能および特長を持っている｡

(1)ジョブのコントロー′レは7ジーェソダムカードにより行なわ

れる｡

(2)

(3)

(4)

(5)

人力データにSHAREフォーマットが使える.⊃

パラノトリック･プロブラミソグができる｡

ランの中断およびリスタートが容易にできるぐ､

入力データの修正ができる｡

(6)ユーザーが容易に処理できる出力を持っている｡.

(7)初期基底をクラッシング法によって求める｡

(8)サブ･オプティマイゼイショソを選択できるし､

(9)コンポジット･プライシソグを選択

できる､〕

(10)二最人こう配法を用いている.｡

(11)逆行列を横形式でたくわえる.｡

(12)ダイナミック･ノミッファリングによ

り,問題の大きさに応じて主記憶装置を有

効に使用している｡

(13) コンソール･タイプライクからジョ

ブをコントロールできる｡

(14)入力データはLP90と互換性があ

る｡

(15)主記憶装置の大きさに応じて,解け

る問題の大きさは表4のようなる｡

表4

]=三記憶装置
の大き さ

65KB

131KB

262KB

524KB

LP8000の処理能力

式の‾数rl]的【変数の数(スラック
関数行を含む=変数は含まない)

40｡慮l 32,767
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日本国有鉄道座席予約システム仙ÅRSlO3

みどりの窓rlで知られる日本国有鉄道座席予約システムは従来

MARSlOl,MARSlO2の2システムで1日13万盤席,1週間の予

約業務をテナなっていたカ＼指定席の増加,旅客サービスの向上のた

めにMARSlO3が岬設された｡

MARSlO3の船尾は1日20万席,1週間(1部の搬席は3風間)の

予約業務を行なうものである｡これほMARSlOlの約7倍,MARS

lO2の約2倍の能プJである｡

MARSlO3の中央装置はHITAC84002f†による並列運転方式

のオンラでン′システムと,予約業務に関連した統計業務に使用され

る84001子ナのオフラインシステムから構成される｡中央装置の構

成をホLたのか図18である｡

MARSlO3システムでほ機能の拡人,信頼性の向上のために中川

のオペレ【ティンブシステムを開発した.｡このオペレーティングシ

ステムのエグゼクティブスーパーバイザ】コントロールプログラム

は,舵列濾l脚寺内系照合不一致時の朽試行,単独処理装置に2組の

ファイルを接続する単独2垂フ7イル運転,単独1重ファイ′L･運転

をもうけ,潜転方式間の自動構成変更制御,ファイルや機器の一部

の障害時の揃分切り放しの自動制御,瞬間的な障害による停止の防

lヒなどシステムの信煩性を高める枚能をもっている.｡また日常定形

作業ほ尖時間時計に連動して自動的に作動するプログラムや,叩和

43年10月1｢二Iのr]本国有鉄道白紙ダイヤ改iEに対応するために従

来のMARSlOl,102システムに収容されている列車を一晩のうち

に確実にMARSlO3へ移しかえるためのプログラムも作られ使用

された一.

ハードウエアとしては中形電子計算機の能力に相当する座席フ丁

イル制御装匠,2台の処理装置に同時に接続されている通信制御装

i琵などがHITAC8400用に新しく設計製作された｡
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■二 光学文字読月支り機(OCR)

電子計算機への入力データの大部分は,まず紙に善かれた(ある

いは印字された)文字を,キーパンチャの手によって,カードまた

は紙テⅦプにせん孔し,それらをカード読取り械またはテープ読取

り機を介してインプットされている｡光学文字読取り機は,紙上の

文字そのものを光学的に読み取って認識し,電子計算枚へ入力する

ことができる｡すなわち,キーパンチ作業を必要としない入力装置

である｡この装置は,入力媒体となる用紙の形状によって,比較的

小さな単帳を扱うドキュメントリーダ,大きな単葉紙を扱うページ

リーダ,加算税,会計楼から出てくる巻き紙を扱うジャーナルリー

ダの3種に分探することができる｡

日立製作所ではこのたびドキュメントリーダおよぴジャーナルリ

ーダを開発し,製品化を開始した｡以下に,これらの性能の大略に

ついて述べる｡

(1)H8253-2形ドキュメントリーダ

読取り可能フォントおよび字種:N-2フォント,数字0～9

および記号若干,マーク読取り機能あり｡

取り扱う帳票長さ:100～215mm

処 理 速 度:最高400枚/分

(2)H8255-3形ジャーナルリーダ

読取り可能フォントおよび字種:NCRオブチカルフォント,

数字0～9および記号若干

取り扱うジャーナル幅:33～100mm

処 理 速 度:1,325行/分(行当たり12文字のとき)

囲19 H-8253形ドキュメントリーダ

.‾■ H汀ÅC9040バンキング装置

H-9041窓口制御装置とこれに最大8台まで接続されるH-9042

窓口装置とにより構成され,銀行における預金,貸付,為替の3大業

務のうち,預金業務をオンライン･リアルタイム化するもので,昭和

41年に完成した第1次試作品に,さらにマイクロプログラムの技術

を導入し,第2次試作品を完成している｡

このシステムほ,

(1) 8台の窓口装置の同時処理が可能

(2)中央処理装置あるいは伝送回線の故障時に必要なオフライ

ン処理が可能

(3)伝票の証認印刷が可能

72
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(4)逐次印字式プリンタを使用しているので,印字情報が豊富

(5)カナ文字の印字が可能

(6)制御装置は部分改造iこより,窓口装置以外の端末装置の制

御が可能で,汎用機の性格を持つ

などの特長を有し,広く銀行の業務棟械化に適用されるものと期待

される｡

図20 窓 口 装 置

図21 窓口制御装置

惑

卓上電子計算機の忙化

昭和42年1月標準形トランジスタ式卓上電子計算機エルカー12

を発表し,信板性のある機械として好評を得ているが,今回そのIC

化に成功しェルカー22として昭和43年7月より発売を開始した｡

本棟は日立製作所の誇る高度のエレクトロニクス技術を駆使して

完成された計算撥で,主要部品にはICのうちで最も集積度が高く

消費電力の小さい電界効果形集積回路(MOSIC)を使用しており,

ICのもつ効果を十分取り入れた機械となっている｡枚能面ではェ

ルカー12の機能に顧客の声を反映して個々の積および積和(差),

メモリ機能,オーバフロー検出枚能などを追加したものである｡表

蓑5 お も な 仕 様

形 式

表 示

け た 数

小 数 点

寸 法

重 量

消 費 電 力

KK-22

数字放電管による12､けた表示

マイナス符号,オーノミフロー表示

12け た

完 全 自 動 小 数 点

280r幅)×360〔奥行)×124鳩さ)mm

5.4kg

15W

計 算 内 容

加 減 乗 除

個々の構と郡和(差)

メ モ リ 計 算

遺 棄, 連 除

自 乗 計 算

混 合 計 算



5に示すようにこのクラスでは最も充実した使いやすい機能にまと

められ,しかもユノしカー12に比較して総部1甘t数で%,容積で%,

重量で%に小形軽量化されている｡

L窒】22 卓上′i盲/･計節機｢ェルカー22+

13形カラーブラウン管の完成

カラーブラウン甘レ)凱村ヒカ､こ進む--･方,帆坊形カラーセットある

いはポー一夕ブ′Lカラーセット川とLて小形カラーブラウン管が要求

されるようになった｡l‾川二製作所でほさきに7スリカサイズに準拠

した15形カラー▼ブラウン管を乍鮒′ドLていたカ＼今凹の13形ほこれを

さらに一歩進め,わが国独山の設.汁により川+発したものである｡小形

であるが希二l∴類けい光体,エバクローム方式シャドウマスク,シール

ドレンズ形電丁銃など大形管と変わらない構造をもっているので,

大形管にまさるとも劣仁)ない牲能を有Lている｡特に電子銃はUPF

形であるため集涼`[副将(として牛捕りノ‾‾)ものを要せずセ､ソトの簡易化に

有効である｡またシェノLポンド形補強方式を拭用したのでセットへ

の取り付けが容易でかつセットの小形化,軽品化に役だっている｡

L女123 13形カラー

プラウソ管13GP22

高尾区動率テレビ用ブラウン管の開発

従来使用されているi鶉G2形ブラウン管の駆動率特性を改良した

低G巴形高駆動ブラウン管12DHP4,310ENB4,17EMP4,20SP4,

500ZB4を開発した｡これらのプラウパ到よ高G｡形ブラウン管の約

70%のドライブ電日三で何等のビームノF宣流を得ることができるので,

セットの簡易化が可能である｡

一般に高駆動率ブラウン管ではフォーカス特性′うミ劣化するが,こ

れらのブラウン管は焦点深度を深くL,さらにハローもきわめて少

なくなるように設計Lた電子銃を揺川し,高駆動率であるにもかか

通信機器･電子計算機･電子部品

わらず全体に均一で見やすい画曲が得られることを特長としてい

る｡
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L栄124 高G2形ブラウソ管

(500KB4)と低G2形

ブラウソ管(500ZB4)の

駆動特性

(500ZB4(/f二)と12DHP4(右))

!勾251封如効率テレビ用ブラウソ管

パルス用高輝度形数字表示管の開発

驚異的な発娯を見せている電了･式卓上計算放で,数字表示素子の

主流を占めるグロー表示放電管の分野では,械器の小形化に適した

小形表示管CD71を開発,量産Lて盛んな需要に応じてきたが,さ

らにいっそう輝度,鮮明在を向上した高輝度形シリーズを新たに開

発した｡

高輝度形シリーズは損近の卓上計算機に多用されるパルス動作に

特に適するよう設計され,単位数字面析当たりの許容せん頭陰極電

流が従来の約2倍になっている｡したがって約1.5･～2倍(パルス条

件による)の粗壁かこ得られるカ＼それだけでなく,グローの広がりが

約ケ妄になって高風立となり,l勺部反射を少なくLた電極構成とあ

いまってきわめて鮮明な去示をする｡

CD79は′テニ形のよ 拝のあるCD71をそのまま高輝度形化し

たもの,CD81ほCD71と同一バルブサイズで数字を約50%(占有

由杭比)大きく,奥行きほ小さくLて見やすくしたものである｡

凶26 パルス用高輝度形数字表示管(CD79(左)とCD81(右))

73



日 立 評 論

高解像度複合集束形ビジコンの開発

外径1インチのH8325,外径り盲インチのH8326の2品種の複合

集束ビジコンを開発した｡複合緊煎ビジコンは,従来の電子荘集束形,

あるいは静電集束形ビジコンより,中央部,周辺部ともに高解像度

である｡また偏向電力も比較的′+､さい｡

高解像度,全面一一様性を要求十るカラーカメラ,データ通信用カ

メラに適している｡

図27 高解像l望複合崇束形ビジ=ソ(H8325,H8326二､

+LTPSiレジンモールドトランジスタの開発

耐湿性,動作安定性のす(く､､j‾したリンア′レミLTP膜〔低温生成表

面安定化膜)を開発し,LTPトランジスタのレジンモールド化に成

功した｡この技術こよって製斤=とさ九たNPN,エビタキシヤ′レト

ランジスタ25SC458Lは

(1)LTP特有の表面処坪こよって,低周波領域での雑音が低

モ百 日

コレクタ･べ-ニく

破壊召三圧

コ レクタ･

エミッタ破壊芯[E

コニミック･べ一ス

破壊′TEJ王

コレグタ遮断電流

エミッタ遮断電流

直流芯流増幅率;

ベース･エミッタ≧
電 旺l

コレクタ･

エミッタ飽和名臣

利得帯域幅毛■i

コレクタ出力容二足

雑 音 指 数
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表6 2SC458Ⅰ一G電気的特性(T伍=25つC〕
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く,低電流動作ての電涜増幅率が高い｡

(2)レジンモールド封止によって,量産性が高く廉価である｡

などの特長をもち,HiFi音響椀器のプリアンプ用として最適のも

のである｡

大画面TV偏向用トランジスタの開発

大画面TVの水jF,垂直偏向用トランジスタとして,2SC937,2SC

936,電源用として2SC935を開発Lた｡木トランジスクほ15インす

カラーTVを1石で偏向することができ,白票テレビは20インチま

で偏向可能である｡牢1㍉ニ電拡ミトランスレス方式て,100V電源をそ

のまま整流して使用できる｡素子はシリコン三重拡散形であり,特

殊な設計法二きゴよび表面処理技恥こより1,200V以上の高耐圧を得る

ことに成功した｡また謂主劉生負荷を伴うTVの偏向動作に対し十分

なマージンをもたせられるように広い安全動作領域を右する｡

表7 克之 大 定 格

芋蔓R
へ
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品 名. 単 ■乍与三正叶β▲1-

位
用途

Ⅴ2SC937!水平偏向!1,ニ00

2SC936 垂前幅向 1.0〔)0

2SC935■雲起語･300
注:丁七(ケース温度)=25℃

コ ンJ- ノ丁 ニ ミ ノ タ
■

コ レク タ = レ ク ク

ー‾二
【

7･.芯 流 椚㌍電力

電圧l/t･且0`i這臣l㌧月0 た 月｢(托1

17
.

ヽr A 11′

500 6 2.5 22

l;:…;;;.5 ≡喜
のときの値である｡

囲29 大両面T＼7の水平.垂直偏向円トランジスク

HiFiアンプ駆動用PNPS盲トランジスタの開発

HiFiアンプ駆動用とL-て2SA565,2SA537,2SA566のPNPSi

トランジスタを開発した｡従来より出力回路の駆動段にGeトラン

ジスタを使用していたHiFiアンプほ,本シリーズの開発によりオ

ールSi化することが可能となった｡.木トランジスクほ,高進耐圧で

電流増幅率の直線性がよく,2次破壊こ強いなどすくlれた特長をも

っており,2Wから80Wまてし†川]補対称形オーディフ｢出力回路を

駆動するのに最適である｡

岡30 PNP Siトランジスタ
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ガリウムヒ素超高周波半導体素子

高電子濃度n形ガリウムヒ素基板(■n＋層)上に,′定子濃度～1015

clll▼3,厚さ約10/`の高比抵抗ガリウムヒ素層(こn層)を気相エビタ

キシヤル法によって作り,さらこその上に液相成長法iこよって高電

子波変n形ガlリウムヒ素層(n÷十層)を成長させたいわゆるn＋-n-

n十‾ト構造のウェーハを用いて,Ⅹ/てンドを中心にl∴たガン発振素子

を開発Lた｡ガン素子本体はロトーn-n十十構造のウェーハを約100Jく

こく100/∠の大きさに切断し,n`'憤およびn‾ト＋層に電極付けを行ない

薄いn十十層を金属電極に溶着した｡またn＋層側には虹径100▲亡く程

度の金属ボールを溶着し,素了ヰーで動作時の発生する熱を能率よく

逃すためn＋＋屑の金属電極に熱抵抗の小さい銅を用い,nl'層例の

金罵ポールには熱膨張iこよって小さいガン嘉子本体にひずみが集中

しないよラスプリングアクションをもった金属棒を圧若する構造と

なっで〉､る｡さらに素子の耐冒副生を増すため金属棒による圧宕構造

の代わりに,中心部を金属ボールに溶着Lた金細線をケース電極に

溶着したものも開発した｡図31はこ九らガン発振素子の外観を示

すもので,左側よりプロング形ケースに入れたもの,IN23形カー

トリソジに入れたもの,導波管に直接入れたものである｡プロンブ

形ナースに入れたものは金柑搬を用いた耐琵横道となっている｡図

32こまIN23形カートリッジこ人jt-たタイオーⅦド

振器中に入れでi-E圧電流特性Jゴよび高周波特性を調べたもので,

9.2GHzで180mWが得られている｡土れと同じ素子本体を直接導

波管に入れると,出力が平均して1～2割増加し,発振周波数の調

整範口靴う拡くなる｡これらの素子こ三,6,500時間以上の連続動作テ

ストで発振周波数,出力に変化を認めず十分実用化L得ることがわ

かった｡また,嘉子のはいっている導波管共振器の中に日本竜信電話

公社電気通信研究所と口立製作所との共同研究によるガリウムヒ素

バラクタダイオードをそう入することにより,電子同調範臥うミ200

MHz以上とれ,13GHzで21G‡izの周波数変調を行なって混変調

34dBが得られた｡13GHzの発振周波数をもつこれらダイオード

は日本放送協会試作テレビ中継装置,霞が閑ピノンに設置された日本

放送協会テレビ中継装置に壬実用された｡

また,n形ガリウムヒ素メルトグロソ結晶またはn-n＋＋構造の気

相エビクキシヤル法で作られたガリウムヒ素エビタキシヤルウェー

ハを用い川本電信電話公社電気通信研究所との共同研究によって)

ボン′ド形ミキサダイオード(二ECL-2171:】*,ボンド形バラクタグイ

オ-ド(ECし2170)**および拡散形バラククダイオード(ECし

2172)***の三種頸のダイオードを開発した｡ボンド形ダイオード

スを流して作

工●jれた｡拡散形ダイオー

ドは亜鉛を去も中拡散した

pn接合を微小面前のメ

サこすることによって作

られた｡これらのダイオ

ードミユ新Lく開発したプ

ロング形ケースに封入さ

九た｡ボンド形ダイヌ‾-

ドの速断周日長数は,ハリ

ソン法により測定され,

逆バイアス電圧5V,24

GHzで測定し,440GI寸z

が得られ,拡散形ノミラタメダイオード､さこま道バイ7ス10Vで同様な

方法で測定して450GHzが得られた｡11.75GHzより47GHzへの

4逓陪 行ない,ボンド形バラブタダイオードで4逓倍変換損

最小11.7dB,拡散形バラクタグヤオードで最′+＼5.7dBが得られた｡

図33･は拡散形バラブタダイオードな.tTJいた場合の4過倍川力とダ

イオードバナアス`了盲定･ノ〕開拓を示したものである｡また拡散形ダイ

オードをけ〕い4逓｢吉(47GIiz川1力応ノ(14dBlllが得られた｡ボンド

形ダイオードミ三ショットキー接合こ近い柑生をもつの‾モミキサダイ

オードとしてすく､､れている｡ボンド形ミキサシー1′す一ドを用い直流

増分法により4･7GtIzでの受た変純損失を別荘し抗大月ユ小5.2dBを

得た｡開発さ.れたダイオーードについて,封止,常温放置,高温放置

(80～100℃),落下-らし験,温比サfクノン,熱断撃などのテストのは

か,如流順方向,11GHzてrグロ兆しj■_1過′FE寿命試験を最長3,000時

間まで行ない,信板性ニシ∴卜分‾‾○あることを確認した｡附和43年4

月,日本馬信′rE訪公社電気通信研二た所茨城支所でのミリ波総合実験

で本ダイオードを用いることにより,中継言き詩の信号雑音比をSiやGe

ダイオードを用いた場合より約6.OdB改善することニ･シこできた｡

立でのダイオード啓一ぢ一*HED711(),**HED7130,***HED7230,
Ⅰ壬ED7231

E束Ⅰ31 サン発振素子
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L宅】33 拡散形バラグタ

ダイーオードの4逓倍特性
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